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令和４年10月６日会議概要

第１ 日時

令和４年10月６日（木）午前９時15分から午前11時10分までの間

第２ 出席者

森委員長、森田委員、増田委員、平林委員、在田委員

警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、京都市警察部長、警察学校長、情報通信部長等

《書記 公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》

第３ 議事の概要

１ 委員報告

少年警察実務専科生に対する教養（10月３日）

委員から、「令和４年10月３日、警察学校において、少年警察実務専科生に対し、「少年非

行の現状と課題」と題して教養を行った。講義では、教育現場と警察との連携の必要性、学

校現場での生徒指導の現状、学校現場が求める警察の在り方、数十年前の学校現場が荒れて

いた当時の状況、苦労話等について話をした。専科生は、熱意を持って真剣に受講していた。」

旨、報告があった。

２ 議題

(1) 令和４年度京都府警察署協議会会長会議の開催について

総務部長から、令和４年11月17日、当府警察本部において、令和４年度京都府警察署協

議会会長会議を開催する旨、報告があった。

委員から、「出席される各警察署の警察署協議会会長の間で活発な議論がなされ、会議が

充実したものとなるよう警察でサポート願いたい。」旨、発言があった。

(2) 第３回京都府犯罪被害者等支援検討委員会結果について

警務部長から、令和４年９月７日、京都市上京区所在のホテルにおいて開催された第３

回京都府犯罪被害者等支援検討委員会の結果等について報告があった。

(3) 時代祭及び鞍馬の火祭に伴う雑踏警備の実施について

地域部長から、令和４年10月22日に執り行われる時代祭及び鞍馬の火祭に伴う雑踏警備

について報告があった。

(4) 「令和４年秋の全国交通安全運動」の実施結果について

交通部長から、令和４年９月21日から同月30日までの10日間実施された「令和４年秋の

全国交通安全運動」の実施結果等について報告があった。

(5) Ｊアラートによる情報伝達に伴う警察の対応について

警備部長から、令和４年10月４日、北朝鮮からミサイルが発射され、対象地域にＪアラ

ートが配信されたことを受けて、Ｊアラート受信時における警察の対応等について報告が

あった。



- 2 -

(6) 追加報告

職員のコロナ感染状況について

警務部長から、前回報告以降の京都府警察職員のコロナ感染状況について報告があった。

(7) 監察案件

首席監察官から、監察案件１件について報告があった。

(8) 本部長総括

本部長から、「森田委員の再任が決まったことは、たいへん喜ばしい。委員には、これか

らも変わらぬ御指導をいただきたい。一方、残念ではあるが、平林委員が退任されること

となった。委員には、平成25年から３期９年にわたってお世話になったが、府民・女性目

線で的確な御指導をいただき、当府警察の大きな財産となった。今後とも、当府警察を叱

咤激励していただきたい。」旨、発言があった。

平林委員から、「あっという間の９年であったが、公安委員という重責を拝命したことは

人生で大きな糧となった。これまで警察幹部からいただいた御支援・御芳情に対し、改め

て御礼申し上げるとともに京都府警察のますますの御発展をお祈り申し上げる。」旨、発言

があった。

３ 個別報告

(1) 当面の行事予定等について

公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告

があった。

(2) 山口県警察に対する京都府警察職員の特別派遣の取消しについて

警衛警護課長から、令和４年９月29日の公安委員会定例会で決裁された山口県警察から

の援助要求に伴う特別派遣が取消しとなった旨、報告があった。

(3) 沖縄県警察に対する京都府警察職員の特別派遣について

警備第二課長から、沖縄県公安委員会から警察法第60条第１項に基づく援助の要求があ

り、京都府警察職員を沖縄県下に派遣する旨、報告があった。

４ 個別決裁

(1) 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について（２件）

監察官室訟務担当補佐から、運転免許の更新処分を受けた者（２件２名）から、原処分

を不服として審査請求がなされたことに伴い、審査請求の趣旨、理由、原処分の内容等に

ついて説明があり、審議の上、審査請求の棄却を決定した。

(2) 公安委員会宛て苦情等申出について（処理１件）

公安委員会補佐室室長補佐から、過日受理した公安委員会宛ての苦情等申出について調

査結果及び通知案の説明があり、審議の上、通知内容を決定した。


